
校長 久 保 慶 喜
５月２１日（日）、「令和５年度島守小・中学校大運動会」
が行われました。前日まで天候が心配されましたが、子ども
たちによる大きなてるてる坊主に込められた願いが通じ、当
日は晴天の下、多数の保護者や地域の方々とご来賓の皆様に
見守られて、盛大に実施できました。
振り返ってみると、平成１６年５月に第１回の小中合同運

動会が行われているので、今回で２０回目の合同運動会開催
でした。ちなみに、第１回は赤白同点優勝だったと記録に残
っています。今回は、赤組が優勝、白組が準優勝でした。ま
た、今年度は、島守小学校創立１５０周年を祝して、記念種
目を取り入れました。小中学生チームと来賓・保護者チーム対抗の「１５０周年記念玉入れ」
で、合計１５０個の玉を残らず入れたチームが勝ちというルールでした。結果は、小・中学
生チームの圧勝となりましたが、大人も童心に帰り、笑顔で競技に参加していました。たく
さん声援が飛んで会場全体が大いに盛り上がり、開会式で誓った「みんなで島守を盛り上げ
るぞー」という言葉が実現した瞬間だと感じました。
それから、１４日（日）は日曜日にも関わらず早朝奉仕作

業への多数のご参加ありがとうございました。また、運動会
当日も、保護者の皆様を中心に会場準備や後片付けのお手伝
いをしていただきました。改めてこの島守地区の皆様の教育
に対する関心の高さを感じています。本当にありがとうござ
いました。
今年度の運動会スローガンは、中学校は『同心協力～心を

一つに新時代をきりひらけ～』、小学校は『１５０周年の３６
人！仲間とともにバトンをつなげ！』でした。文字通り、中
学生はチームワークよく団結して競技や演技に取り組んでい
ました。また、小学生はリレーのバトンはもちろんですが、立派な先輩である中学生の姿か
ら島守の素晴らしい伝統を学び取り、受け継いでいこうという思いを持つことができたよう
でした。これからの島守を盛り上げてくれるであろうこの子どもたちは、まさしく島守の宝
であると思っています。
ご来場いただいた保護者や地域の皆様、並びにご来賓の皆様には、子ども

たちに温かいご声援をいただき、誠にありがとうございました。皆様の思い
が子どもたちの当日のがんばりに繋がったものと思っております。今後もな
お一層のご理解、ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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みんなで島守を盛り上げた小・中大運動会

１５０周年記念事業が着々と進んでいます！
皆様のご協力のおかげで、１５０周年記念事業が計画通り進んでいます。ま

ず、記念事業寄付金については、目標を達成できました。この場を借りてご報
告するとともにお礼申し上げます。また、総務委員会による記念横断幕も完成
し、運動会にてお披露目できました。今後は、外に常時掲示してアピールして
いきます。さらに、記念誌の編集作業も予定通り進んでいます。次は、６月の
航空写真撮影などが控えています。どんどん盛り上げていきたいと思います。
どうぞ、よろしくお願いいたします。

虚空蔵山清掃をしてきました！
５月２６日(金)に島守中学校と一緒に虚空蔵山の清掃活動

をして参りました。この活動は、今年で 77 回目を数える島守
中学校の伝統的な奉仕活動です。今年は、島守小と島守中の
連携をさらに強めたいと考えて合同で行うことになりました。
小学校の１～４年生は駒形神社境内周辺、５・６年生は龍興
山神社境内周辺の清掃を行いました。
２１日には、小中合同で運動会を行いました。そして、今

回、合同で清掃活動を行うことによって、小・中学校９年間
で子どもたちを育てる環境を築いています。地域を知る、地
域に学ぶことによって、この島守を大切に受け継いできた先
人の思いに触れることができます。過去と現在をこのような
活動を通して繋ぎ、未来につなげて、子どもたちに夢をもた
せる活動が島守小・中学校では行われています。

６月の行事予定
１日（木）田植え １２日（月）教育相談週間（～16日）
４日（日）島守春まつり １３日（火）スクールカウンセラー来校
５日（月）手づくり弁当の日 １４日（水）登校班反省

小中ジョイントスクール事業 １５日（木）島守中壮行式参加（5･6年生）
１５：００下校 １９日（月）航空写真撮影

６日（火）教科用図書予備展示会参加 体力テスト週間
１３：２５下校（給食あり） ２２日（木）集金日 委員会

７日 (水）島小っ子会議① ２８日（水）～３０日（金）
８日（木）側湾症検診 委員会 修学旅行（5･6年生）
９日（金）心電図検査 移動図書館

島守のお宝（その２５） トーチカ（２）
トーチカは、昭和１９年１０月から昭和２０年３月にかけて造られ

ました。造られる場所付近は、軍関係者以外立ち入り禁止となりまし
たので、自分の畑に行けなくなって困ったといいます。
村の人や男子学生は、赤穂河原や長瀬河原から砂や砂利をモッコで

建設地近くまで運びました。女子学生は、湊のセメント工場から２０
ｋｍの距離を、重さ６０ｋｇのセメント袋１袋をソリにのせて、２人
一組で島守まで１日１回運びました。その年の冬はとても寒さが厳し
く、凍ったおにぎりを食べたそうです。兵隊もたくさん来たので各家
に泊め、家の人は囲炉裏の脇で寝ることになりました。

八戸市博物館 古里 淳

お花をありがとうございました！
田山地区の林さちさんからマリーゴ

ールド等の苗をいただきました。花壇
に植えて、大切に育てます。
ありがとうございました。


